
 

令和２年３月１１日  

 

那須烏山市議会議長 沼 田 邦 彦  様 

 

                経済建設常任委員会委員長 平 塚 英 教 

 

予算審査結果報告書 

 

 本委員会に令和２年３月３日に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したの 

で、那須烏山市議会会議規則（平成１７年１０月那須烏山市議会規則第１号）第１０９条 

の規定により報告します。 

 

１ 審査期日 令和２年３月４日（水）及び５日（木） 

 

２ 審査場所 那須烏山市役所 南那須庁舎 議員控室 

 

３ 出席委員 平塚英教、村上進一、荒井浩二、渋井由放、沼田邦彦、中山五男 

 

４ 説明のための出席者 

 農政課長 大鐘智夫、商工観光課長 小原沢一幸、都市建設課長 小田倉浩、 

上下水道課長 佐藤光明、他関係職員 

 

５ 審査事項 

本委員会の所管する農政課、商工観光課、都市建設課、上下水道課及び農業委員会の

令和２年度那須烏山市の一般会計、特別会計及び水道事業会計の歳入歳出予算 

 

６ 審査結果 

本委員会が付託を受けた一般会計及び特別会計の予算については、全会一致で原案の

とおり可決すべきものと決定し、水道事業会計の予算については、一部反対意見はあっ

たものの、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。ただし、次のことについ

て要望し、意見を付することとします。 

農政課 

・農政課の通常業務に加え、台風１９号による農地・農業用施設災害復旧事業に関して

職員に大きな負担が課せられているが、農政課が中心となり各課連携し、総力を挙げ

て復旧に向け努力されたい。 

・農業従事者の高齢化、後継者不足により遊休農地が増えつつある。今後は遊休農地の



 

増加を抑止するため、本市のブランド品創出に繋がる特産品の開発や農地付き住宅取

得制度等を活用した新規就農者の確保、交流人口の増加、定住促進及び都市農村交流

等に努められたい。 

・元気な森づくり推進事業と森林環境整備促進事業の２つの事業を有効活用し、積極的

な事業推進を図り、とちぎの元気な森づくり県民税の市民負担分以上の事業に取り組

まれたい。 

商工観光課 

・令和元年度に観光協会の機能強化及び経営改善に向けた現状分析を行った結果、多く

の課題があることから、今後は検証結果に基づき体質改善を進められ、観光協会と商

工観光課の役割を明確にし、本市の観光振興と観光入込客の増大を目指して努力され

たい。 

・老朽化が著しい龍門ふるさと民芸館について、多額の費用をかけ大規模改修事業を実

施する予定であるが、改修後は本市の観光振興拠点として交流人口を増やすような検

討を進められたい。 

 ・令和元年度をもってベンチャープラザ那須烏山が廃止されるが、今後も創業者支援を

引き続き実施されるとともに、令和２年度から本市の喫緊の課題でもある事業承継に

関しての支援が開始される。創業者支援及び事業承継支援について、事業者に周知す

るとともに、商工会と連携して地域経済の活性化を目指し取り組まれたい。 

都市建設課 

・台風１９号により、家屋や公共施設等が浸水し被害が生じたことから、災害に備え、

排水設備に関する操作訓練を実施予定であるが、これからも予想される降雨災害等に

備え、都市建設課と関係各課が連携を図り、防災マニュアル等を作成して今後の災害

対策に取り組まれたい。 

 ・令和２年度より２巡目となる橋梁点検、老朽化する道路施設の維持管理及び維持補修

に関して多額の経費を要することが想定される。厳しい財政状況を踏まえ、有利な交

付金事業等を活用し、財源確保に取り組まれたい。 

 ・国、県が実施する道路や河川等事業について、市は事業主体ではないが市民の要望に

応えられるよう、できる限り協力して完成に向け取り組まれたい。 

上下水道課 

・上水道において、台風１９号により被災した水道施設の災害復旧事業を進めるととも

に、市民の生活に欠かすことのできない水道事業として、安全で良質な水を安定供給

されるよう万全を期す対策を検討されたい。また、引き続き漏水調査を実施され、有

収率向上に努力されたい。 

・下水道において、下水道加入促進の普及啓発を行い、水洗化率向上に努められたい。

また、合併浄化槽設置及び単独槽撤去に関する制度周知に努められ、計画どおり事業

が実施されるよう取り組まれたい。 


